
第９回“夢ブック”読書感想文コンクール入賞作品 

（感想文は、原文のまま掲載しております。） 

 

【『夢』いっぱい賞（最優秀賞）】 

中野上小学校  米田 和愛（よねだ のあ）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ほらぴったり」をよんで 

よねだ のあ 

わたしがこのえほんをえらんだのは、えをみてぴったりあうかたちをさがす ぱ

ずるだとおもったからです。 

えほんをひらくと、まるといっしょにころがるのがだいすきな さんかくが、じ

ぶんにぴったりあうところをさがしにいくおはなしでした。 

このほんをよんでよかったところは、さんかくがおなじかたちもちがうかたちも 

あわせてみたら、ぴったりだったところです。 

わたしは、ともだちといっしょだなあとおもいました。ともだちも、ひとりひと

りちがって、たのしいときも、けんかして「もういやだ」とおもうときもあるけ

ど、みんなでひとつになれたとき、すごくたのしいからです。 

わたしも がっこうで、みんなのいいとこみつけて、いっしょにわらっていたい

とおもいました。 

 

 

 



【『夢』どきどき賞（優秀賞）】 

日方小学校  福田 承太郎（ふくだ じょうたろう）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

黒江小学校  内田 美央理（うちだ みおり）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きつねのぱんとねこのぱん 

ふくだ じょうたろう 

ぼくは、「きつねのぱんとねこのぱん」というほんをよみました。このおはなしは、きつ

ねとねこがぱんのおいしさのしょうぶをして、なかよくなるおはなしです。 

いちばんおもしろかったところは、きつねとねこが、あいてのぱんのほうがずっとおい

しいとおもって、わあわあとないたところです。ぼくも、さっかーのしあいで、まけたと

き、くやしくてないたので、きつねとねこのきもちがよくわかりました。 

ねこがなきやまないので、おみせのぱんたちが「どうしよう」とそうだんします。ぼく

は、ぱんたちのおかげで、きつねとねこがなかよくなったんだとおもいます。 

さいごにきつねとねこは、いっしょにぱんやさんをはじめます。きつねこぱんてんに、

おきゃくさんが たくさんきて、ぱんをかっていくところがわくわくしました。 

ぼくは、ひとりでがんばってもうまくいかないときは、だれかといっしょにきょうりょ

くすればいいとおもいました。 

 

ぴったりがうれしいね 

うちだ みおり 

わたしは、このおはなしをよんでうれしいきもちになりました。それは、さんかくがじ

ぶんにぴったりのなかまのところへいくことができたからです。 

はじめ、さんかくはまるといっしょにあそんでいました。でも、「みんなのじゃまして

る」とおもって、もっとぴったりあうところを さがしにいきました。 

しかくや、ろっかく、あちこちさがして、「なかまは、どこにもいないのかな」とおもい

ました。わたしは、このとき、さんかくは、とてもさみしかったとおもいます。わたし

も、ひとりぼっちはいやです。だから、なかまとあえたところをよんで、わたしもうれし

くなりました。わたしも、いろいろなともだちとあそんで、みんなでぴったりになりたい

です。 

 



『夢』きらきら賞（奨励賞）  

大東小学校 在本 栞（ありもと しおり）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日方小学校 浜松 凪紗（はままつ なぎさ）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

「ひかりのぼうけん」を読んで 

はままつ なぎさ 

ゆめブックで、このほんをえらんだりゆうは、えがかわいくて、ぼうけんにいくみたい

で、わくわく、どきどき、たのしそうなかんじがしたからです。 

しゅじんこうのベティは、よるとえほんがだいすきなおんなのこです。あるひ、くらい

ところがにがてな、くまのコスモのえほんをよんでいると、ふしぎなことがおこります。 

わたしが、わくわくしたように、ぼうけんがはじまりました。どうくつにきたとき、コ

スモはこわがっていました。ベティがはげましました。わたしは、やさしいとおもいまし

た。すすんでいくと、「あかりすべてけすこと」と、かかれていました。ふたりは、ゆうき

をだしてランプのあかりをけしました。このあとのページがすごくきれいで、コスモのこ

わさもなくなっていて、わたしのすきなばめんです。 

 どうくつをでたあと、かえりみちをわすれてしまったベティをはげますコスモ、「こわが

らないで、ずっとそばにいるから。ベティのてをつかんではなさないから。いっしょなら

きっとだいじょうぶ」ベティがいったこととおなじことをいったのがすてきです。ふたり

は、とてもなかがよいのだとおもいました。 

 こまっているときにたすけあって、はげましあえるともだちができたらいいなとおもい

ます。わたしも、ともだちにやさしくできるこになりたいとおもいます。 

このほんをよむまでは、わたしは、くらいところがにがてだったけれど、よんでからは

こわいのがすこしましになりました。 

 

 

おならガス 

ありもと しおり 

このほんをみたとき、わたしは、おばあちゃんのくろまめをおもいだしました。おばあ

ちゃんは、ふゆになるとくろまめをつくってくれます。おばあちゃんのくろまめは、とて

もおいしく、みんなでとりあいをするぐらいです。そんなくろまめをたべたいとおもい、

わたしは、このほんをえらびました。 

このほんは、やまがみさまにおべんとうをつくるはなしです。やまがみさまのおれい

は、おならガスでびっくりしました。 

やまがみさまへのおべんとうは、とてもおおきくて、めがとびだすほど、おどろきまし

た。それぞれのぐざいもおおきく、クレーンしゃなどをつかってつくります。そんなおべ

んとうをてのひらサイズのやまがみさまがおおぜいでたべるとおもっていましたが、じっ

さいはおおきなひとひとりで、びっくりしました。まちのひとたちは、おべんとうをつく

るかわりに、おならガスのエネルギーをもらいます。もし、わたしだったら、コロナがお

さまるくすりをもらいたいとおもいました。 

 


